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概況

　○生産
　生産は、４期ぶりに上昇しました。

　○消費
　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。

 

　○雇用・労働
　雇用は、有効求人倍率がやや上昇しました。賃金は、実質賃金が２期連続で前年同期を上回りました。

　○投資
　住宅投資は、３期ぶりに前年同期を上回りました。公共投資は、２期連続で前年同期を上回りました。

　○企業景況

　企業の景況感は、２期連続で前期より低下しました。企業倒産負債額は、前年同期を上回りました。

　令和８年４月～６月の県内経済は、持ち直しの動きがみられましたが、令和８年７月末に発生した熊本地震等
の影響を注視する必要があります。

　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。
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生産

○鉱工業生産指数（季節調整済）は、前期比0.9％上昇の95.9となり、４期ぶりに前期を上回りました。

（資料：県統計調査課、経済産業省）
○鉱工業生産指数の主な業種の推移

（資料：県統計調査課）

　生産は、４期ぶりに上昇しました。
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電子部品・デバイス工業などが上昇した
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食料品 化学 その他工業（印刷・プラスチック・ゴム・その他） 電子部品・デバイス

前期比

・食料品工業･･･-4.8％低下

・化学工業･･･ -7.9％低下

・電子部品・デバイス工業･･･ 29.4％上昇

・その他工業･･･ -2.4％低下
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消費

○百貨店・スーパー販売額は、前年同期比2.3％減の約175億円となり、前年同期を４期連続で下回りました。

　

○乗用車新車登録・届出台数は、前年同期比5.9％増の7,713台となり、前年同期を４期ぶりに上回りました。

　

　消費は、物価上昇の影響はあるものの、持ち直しの動きがみられました。
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（資料：経済産業省）

（資料：(一社)日本自動車販売協会連合会 宮崎支部）

※調査対象事業所の見直しのため、令和２年２月分以前の販売額とは不連続が生じています。前年同期比は、リンク係数による調整後の値です。
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○宮崎空港の航空便の乗降客数は、前年同期比2.2％増の約75万人となり、前年同期を21期連続で上回りました。

○主要ホテル・旅館宿泊客数は、前年同期比5.0％増の約31万5千人となり、前年同期を11期連続で上回りました。
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雇用・労働

○有効求人倍率（季節調整済）は1.17倍となり、前期を0.02ポイント上回りました。

○名目賃金指数は前年同期比5.2％増加の113.9となりました。

　実質賃金指数は前年同期比3.9％増加の99.1となりました。

　雇用は、有効求人倍率がやや上昇しました。賃金は、実質賃金が２期連続で前年同期を上回りました。
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投資

　住宅投資は、３期ぶりに前年同期を上回りました。公共投資は、２期連続で前年同期を上回りました。

○新設住宅着工戸数は、前年同期比で28％増加しました。

○公共工事請負金額は、前年同期比で7.0％増加しました。
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企業景況

○県内企業の業況感を企業動向アンケート調査（令和８年６月期調査）の自社業況判断ＤＩ（「好転」-「悪化」）でみると､全体では前期比

　16ポイント低下し、-26ポイントとなりました。

・業況判断ＤＩ （%、ポイント）

好転 不変 悪化 DI

（A) (B) (C) (A)-(C)

製造業 10 58 32 22▲      4▲    

建設業 7 76 17 10▲      5▲    
卸小売業 12 33 56 44▲      39▲    
サービス業 17 44 39 22▲      26▲    

全体 11 52 37 26▲      16▲    

（資料：(一財)みやぎん経済研究所・県統計調査課）

○企業倒産件数は前年同期比43.8％減少し、負債額は前年同期比41.4％増加しました。

（資料：(株)東京商工リサーチ宮崎支店）

　企業の景況感は、２期連続で前期より低下しました。企業倒産負債額は、前年同期を上回りました。
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○参考指標一覧
景気動向指数 生　産

一致指数 鉱工業生産指数
有効

求人倍率
完全
失業率

企業動向
アンケート調査 企業倒産

年　次

四半期

月　次 宮崎県 宮崎県
百貨店ｽｰ
ﾊﾟｰ販売額 前年比

新車登録
台数

前年比 乗降客数 前年比 宿泊者数 前年比 宮崎県 宮崎県
実質

賃金指数
名目

賃金指数
戸数 前年比 金額 前年比 DI 倒産件数

R3 102.5 685 ▲ 2.5 33,692 ▲ 5.5 1,216 ▲ 11.1 803 4.4 1.32 2.5 102.7 102.2 6,796 15.5 1,528 ▲ 7.4 27     

R4 102.1 721 5.3 30,147 ▲ 10.5 2,192 80.3 1,106 37.7 1.43 2.4 101.1 103.2 6,079 ▲ 10.6 1,436 ▲ 6.0 23     

R5 97.4 738 2.3 34,428 14.2 2,980 35.9 1,180 6.7 1.41 2.4 96.5 102.0 5,929 ▲ 2.5 1,626 13.2 32     

R6 96.0 745 1.0 32,081 ▲ 6.8 3,116 4.6 1,254 6.3 1.30 2.2 96.9 106.2 5,391 ▲ 9.1 1,882 15.7 49     

R7 99.2 749 0.5 32,503 1.3 3,316 6.4 1,358 8.3 1.23 2.2 94.7 108.0 5,193 ▲ 3.7 1,674 ▲ 11.1 55     

R7/4～6月 102.7 179 2.6 7,281 5.2 735 6.4 300 9.5 1.26 2.4 95.4 108.3 821 ▲ 45.7 428 ▲ 19.0 15     

/7～9月 100.5 186 ▲ 0.7 7,751 ▲ 7.8 858 8.1 369 11.7 1.21 2.2 94.5 107.9 1,321 3.8 493 11.6 8      

/10～12月 96.9 205 ▲ 2.0 7,548 ▲ 9.6 882 3.4 353 4.0 1.17 1.6 94.3 109.0 1,070 ▲ 20.1 368 ▲ 11.6 13     

R8/1～3月 95.0 176 ▲ 1.8 9,282 ▲ 6.5 890 5.8 368 9.7 1.15 2.0 97.9 111.9 1,049 ▲ 47.0 490 27.4 10     

/4～6月 95.9 175 ▲ 2.3 7,713 5.9 751 2.2 315 5.0 1.17 2.3 99.1 113.9 1,051 28.0 458 7.0 15     

R7.4月 42.9 97.7 57 1.4 2,371 9.0 234 4.2 101 13.1 1.28 95.8 108.5 252 ▲ 55.4 138 ▲ 22.3 4      

R7.5月 57.1 111.4 61 3.3 2,184 ▲ 1.8 262 6.3 114 14.3 1.27 95.2 108.2 209 ▲ 49.0 124 ▲ 35.4 5      

R7.6月 42.9 99.1 60 3.1 2,726 8.3 239 8.9 85 ▲ 0.2 1.25 95.2 108.1 360 ▲ 32.8 167 4.4 ▲ 7 6      

R7.7月 57.1 101.0 65 ▲ 1.3 2,673 ▲ 7.6 266 6.7 119 11.7 1.23 95.8 109.0 404 ▲ 12.7 165 5.3 3      

R7.8月 28.6 100.2 65 1.1 2,183 ▲ 8.0 326 15.8 153 27.9 1.21 93.6 107.1 323 ▲ 20.8 155 34.2 6      

R7.9月 42.9 100.3 56 ▲ 2.1 2,895 ▲ 7.9 265 1.0 97 ▲ 7.0 1.20 94.1 107.6 594 47.8 173 2.0 ▲ 10 3      

R7.10月 42.9 102.0 60 0.2 2,831 ▲ 5.1 297 9.5 121 10.3 1.18 93.7 108.1 439 ▲ 6.8 143 17.1 7      

R7.11月 28.6 97.6 66 0.9 2,507 ▲ 14.3 297 1.6 118 3.2 1.18 93.5 108.5 335 ▲ 23.3 99 ▲ 29.5 3      

R7.12月 14.3 91.2 79 ▲ 5.9 2,210 ▲ 9.4 289 ▲ 0.4 115 ▲ 1.3 1.15 95.8 110.4 296 ▲ 31.5 126 ▲ 18.1 0 4      

R8.1月 28.6 96.0 62 ▲ 0.2 2,934 ▲ 3.2 281 4.5 107 20.1 1.15 98.4 113.4 368 ▲ 14.8 85 36.2 2      

R8.2月 14.3 95.2 54 ▲ 2.1 2,959 ▲ 6.2 293 5.2 123 5.6 1.14 97.0 111.1 370 ▲ 36.5 107 1.6 5      

R8.3月 71.4 93.8 60 ▲ 3.0 3,389 ▲ 9.3 316 7.5 138 6.2 1.14 98.2 111.3 311 ▲ 67.8 298 37.5 ▲ 10 3      

R8.4月 85.7 100.1 56 ▲ 1.8 2,580 8.8 248 5.8 105 3.8 1.18 99.4 113.7 365 44.8 180 30.9 2      

R8.5月 71.4 94.2 63 2.5 2,302 5.4 272 3.9 117 2.2 1.17 98.5 113.7 318 52.2 114 ▲ 7.6 4      

R8.6月 42.9 93.4 56 ▲ 7.5 2,831 3.9 231 ▲ 3.3 93 10.2 1.16 99.5 114.2 368 2.2 164 ▲ 1.9 ▲ 26 9      
県統計調査課 県統計調査課 厚生労働省 総務省 ※3 ※4

(※1) 年次は原数値、四半期及び月次は季節調整値

(※2) (一社)日本自動車販売協会連合会　宮崎支部

(※3) (一財)みやぎん経済研究所､県統計調査課

(※4) (株)東京商工リサーチ宮崎支店

(億円) (総合､DI) (件)

西日本建設業保証(株)宮崎支店九州経済産業局 ※2 宮崎交通(株)、県総合交通課 県観光推進課 県統計調査課 国土交通省

(千人)
(倍)
※1

(％)
(事業所規模５人以
上、きまって支給す
る給与、R2=100)

(戸)(DI)
(季調済､
R2=100)
※1

(億円)
(台)

※軽乗用車を含む
(千人)

※国際線を含む

消　費 雇用・労働 投　資 企業景況

百貨店・ｽｰﾊﾟｰ販売額 乗用車新車登録・届出台数 宮崎空港乗降客数
主要ホテル・
旅館宿泊客数

実質賃金指数
名目賃金指数

新設住宅着工戸数 公共工事請負金額

DI：（自社の景況

が「良い」と判断

した割合）－（「悪

い」と判断した割
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